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国土交通省 中部地方整備局 

ＮＥＸＣＯ中日本 名古屋支社 

 

 
 

 

国土交通省とＮＥＸＣＯ
ネ ク ス コ

中日本が事業を進めてまいりました、東海環状自動車道の美濃関ジャンク

ション（ＪＣＴ）から関広見インターチェンジ（ＩＣ）間（延長２．９ｋｍ）が開通します。 

また、今回新たに開通するＩＣの名称は、「関広見ＩＣ」に決定しました。 

 

１．開通日時   

２００９年４月１８日（土）１８時００分 

 

２．開通区間   

美濃関
み の せ き

ＪＣＴ（岐阜県関市下
しも

有
う

知
ち

）から 

関
せき

広見
ひろみ

ＩＣ  （岐阜県関市広見
ひろみ

）までの区間   （延長  ２．９ｋｍ） 

 

３．開通区間の概要 

   ① 事業経緯  平成元年度   国土交通省（当時：建設省）が直轄事業として着手 

平成２０年度  中日本高速道路㈱が一般有料道路事業として着手 

② 延    長 土工延長 ０．４ｋｍ（約１４％） 

        橋梁延長 ２．１ｋｍ（約７２％） 

        ﾄﾝﾈﾙ延長 ０．４ｋｍ（約１４％） 

③ 車線数  ２車線（暫 定） 

 

同時配付先 
中部地方整備局記者クラブ、中部経済産業記者会、愛知県政記者クラブ 

岐阜県政記者クラブ、三重県政記者クラブ 

 

お問い合わせ先 

【事業に関すること】 

国土交通省中部地方整備局 岐阜国道事務所 事業対策官 翠
みす

 昭博
あきひろ

 

ＴＥＬ．０５８－２７１－９８１９ 

中日本高速道路㈱名古屋支社 広報･ＣＳＴ 

ＴＥＬ．０５２－２２２－１１８３（マスコミ専用） 

【開通イベントに関すること】 

関市建設部 公共用地課 植村
うえむら

 千秋
ち あ き

 ＴＥＬ．０５７５－２２－３１３１

美濃市建設部 都市整備課 宮木
み や き

 安喜
や す き

 ＴＥＬ．０５７５－３３－１１２２

 

東海環状自動車道 美濃関
み の せ き

ＪＣＴから関
せき

広見
ひ ろ み

ＩＣ間が開通します 

～ 美濃関ＪＣＴから西側へ延伸 ～ 



 

 

 

１．東海環状自動車道の概要 

   東海環状自動車道は、名古屋市の周辺３０～４０ｋｍ圏に位置する豊田
と よ た

・土岐
と き

・岐阜
ぎ ふ

・大垣
おおがき

・

四日市
よ っ か い ち

等の諸都市を連絡する環状道路で、東名・名神高速道路、中央自動車道、東海北陸自動車

道、伊勢湾岸自動車道、第二東名・第二名神高速道路などと一体となって広域ネットワークを形

成する延長約１６０ｋｍの一般国道の自動車専用道路です。 

 今回の美濃関
み の せ き

ＪＣＴから関
せき

広見
ひろみ

ＩＣ間（延長２．９ｋｍ）の開通により、東海環状自動車道全

体の約４８％（76km/160km）が開通することとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添１ 



 

 

 

２．通行料金 

  今回開通する関広見ＩＣから主要ＩＣまでの通行料金については次のとおりです。 

関広見ＩＣ⇔主要ＩＣ間の料金（通常料金）           （距離：ｋｍ、料金：円） 

道路名 ＩＣ名 距離 
軽自動車

等 
普通車 中型車 大型車 特大車 

名神高速道路 一宮 38.6 1,000 1,200 1,400 1,900 3,000

岐阜各務原 20.7 650 700 850 1,100 1,700

関 8.5 350 400 500 600 850

美濃 4.2 300 300 350 400 550

郡上八幡 31.6 850 1,000 1,200 1,600 2,500

東海北陸道 

飛 清見 89.1 2,050 2,500 3,000 4,050 6,600

東海環状道 美濃加茂 16.2 500 600 700 950 1,600

※上記料金は各種料金割引を考慮したものではありませんので、ご利用に当たっては注意願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添２ 



 

 

３．開通イベント 

 開通イベントについては、東海環状自動車道（美濃関ＪＣＴ～関広見ＩＣ）開通イベント実行委員

会（関市・美濃市・ＮＥＸＣＯ中日本・国土交通省中部地方整備局、代表：関市長、美濃市長）の主

催で実施されます。 

① 日時：平成２１年４月１８日（土）１５時００分～１６時１５分（予定） 

② 場所：関広見ＩＣ料金所広場 

③ 主なイベントの内容：テープカット、久寿玉開披、記念植樹など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開通イベントに

関する問合せ先 

東海環状自動車道（美濃関ＪＣＴ～関広見ＩＣ）開通イベント実行委員会 

関市建設部 公共用地課 植村
うえむら

 千秋
ち あ き

 ＴＥＬ．０５７５－２２－３１３１ 

美濃市建設部 都市整備課 宮木
み や き

 安喜
や す き

 ＴＥＬ．０５７５－３３－１１２２ 

 

 

別添３ 

流向 



 
 
 

① 美濃関
み の せ き

ＪＣＴから関
せき

広見
ひ ろ み

ＩＣ間の開通により、東海環状

自動車道が西側へ延伸します。 

  今後の西側の完成に大きな期待が寄せられています。 
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・今回の美濃関ＪＣＴから関広見ＩＣ間の開通により、東海環状自動車道が西側へ

延伸することになります。（豊田東ＪＣＴから関広見ＩＣ間約７６ｋｍのうち、

豊田東ＪＣＴから美濃関ＪＣＴ間約７３ｋｍはＨ17.3 に開通済み） 

・これまでの東側開通により、岐阜県東濃地域等で工業団地の立地が大幅に増加し

ましたが、今後の西側の整備に合わせた工業団地計画も進行しており、地域産業の

更なる活性化が期待されます。 

 

1990年頃の状況〈開通15年前〉 

(都市計画決定段階) 

10箇所 17箇所4箇所 

2000年の状況 

〈開通5年前〉 

2004年度の状況 

〈開通時〉 

東海環状自動車道の東側沿線に立地する工業団地の数は、開通１５年前の 
１９９０年頃と比べて約４倍に増加しました。

東海環状自動車道の西側沿線に、Ｈ19年度中に２箇所の工業団地が造成工事

に着手、４箇所で計画・構想が発表されています。 

機械の商談に工場を訪れる 

お客様がさらに増加する事が 

期待されます。 

「関広見 IC からアクセス５分」と

いうセールスポイントが生まれ、

出典：岐阜県神戸町HPより

【中部経済新聞H20.6.26】

出典：岐阜県神戸町HPより出典：岐阜県神戸町HPより

【中部経済新聞H20.6.26】【中部経済新聞H20.6.26】

関広見 ICから 5 分圏内にある 
工作機械メーカ－のコメント 

関広見 IC

美濃関ＪＣＴ

（     ） 

（     ） 
（     ） 

（        ） 

（      ） 

今回開通

区間

※（ ）内ＩＣ名称は仮称 

整備効果 別添４ 



 

② 関
せき

市西部の利便性が向上します。 

また、今後の西側整備に更なる期待が高まります。 
 
 
 
 
 
 
 

美濃関
み の せ き

ＪＣＴから関
せき

広見
ひ ろ み

ＩＣ間の開通により、長良川を横断する新たな道路

が誕生します。東海環状道を利用し関市西部へ行く場合、東海北陸道の美濃

ＩＣ経由に比べて走行時間で約５分※、走行距離で約１㎞の短縮となります。ま

た、東海北陸道名古屋方面から関ＩＣを経由した場合と比べると、走行時間で

約１０分※の短縮となります。 

今後、西側が整備されることにより、更なる利便性の向上が期待されます。 

※所要時間の算定：開通区間は規制速度、東海北陸道及び一般道は走行実績値をもとに算出 

関広見ＩＣ

関市武芸川事務所 今回開通区間

関広見ＩＣ

美濃関ＪＣＴ⇔美濃IC経由関市西部

走行時間１５分、走行距離約９ｋｍ

美濃関ＪＣＴ⇔関広見ＩＣ経由関市西部

走行時間１０分、走行距離約８ｋｍ

走行時間約   ５分の短縮

走行距離　 １ｋｍの短縮

美濃関ＪＣＴ

美濃ＩＣ

東海環状自動車道から利用の場合

関広見ＩＣ

関市武芸川事務所 今回開通区間

関ＩＣ⇔一般道経由関市西部

走行時間２５分、走行距離約１３ｋｍ
関ＩＣ⇔関広見ＩＣ経由関市西部

走行時間１５分、走行距離約１３ｋｍ

走行時間約１０分の短縮

関広見ＩＣ

美濃ＩＣ美濃ＩＣ

美濃関ＪＣＴ

関ＩＣ

東海北陸自動車道名古屋方面から利用の場合
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